
 防 衛 省 仕 様 書 改 正 票 Ｄ Ｓ Ｐ 
  

 

Ｓ ５００３D（４）  

 
 半  長  靴 制定 昭和４９年１１月２８日 

 改正 令和 ５年 ８月３０日 

（ＢＯＯＴＳ，ＣＯＭＢＡＴ） 

この改正票は，ＤＳＰ Ｓ ５００３Ｄ（半長靴）についてのものであり，ＤＳＰ 

Ｓ ５００３Ｄ（３）を含め累積記載されている。この改正票はＤＳＰ Ｓ ５０

０３Ｄと併用される。 

 

1.4 引用文書 中 

“ＪＩＳ Ｈ ３１００ 銅及び銅合金の板並びに条” を  

“ＪＩＳ Ｈ ３１００ 銅及び銅合金の板及び条” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６２５３ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方” を 

“ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第３部：デュロメータ硬さ” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６２６４－２ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐摩耗性の求め方”を 

“ＪＩＳ Ｋ ６２６４－２ 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐摩耗性の求め方－第２部：試験方法”に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６５４７ 革の染色摩擦堅ろう度試験方法” を  

“ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１ 革試験方法－染色堅ろう度試験－摩擦に対する染色堅ろう度試験－第１部：摩擦試

験機Ⅰ形法” に， 

 “ＪＩＳ Ｋ ６５４８ 革の銀面割れ試験方法” を  

“ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０ 革試験方法－物理試験－第 10 部：銀面割れの測定－ボールバースト法” に， 

“ＪＩＳ Ｋ ６５５０ 革試験方法” を 

“ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１ 革試験方法－物理試験－第１部：厚さの測定               

ＪＩＳ Ｋ ６５５７－２ 革試験方法－物理試験－第２部：引張強さ及び伸びの測定 

ＪＩＳ Ｋ ６５５７－６ 革試験方法－物理試験－第６部：静的吸水度の測定 

ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１ 革試験方法－化学試験－第８－１部：酸化クロム含有量の測定－滴定法”に， 

“ＪＩＳ Ｌ １０９６ 一般織物試験方法” を 

“ＪＩＳ Ｌ １０９６ 織物及び編物の生地試験方法” に改める。 
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付表１－甲革及び裏革 中 

“                            付表１－甲革及び裏革                                 ” 

を 

“                            付表１－甲革及び裏革                                 ” 

区分 規定 試験方法 

 半長靴，男子 半長靴，女子  

 茶色 黒色 茶色  
   

   

厚さ 
ｍｍ 
 
 

甲 
革 
 

月形革 

つま革 

筒革 
市革 

先飾り革 

２．０～２．５ １．５～２．０ ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１によ

る。 

裏 
革 

べろ革 
筒口裏革 

はとめ裏革 

１．０～１．５ 

銀面割れ 
 

高さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０に

よる。 
荷重   Ｎ ３００以上（べろ革及び裏革は１５０以上） 

クロム含有量    ％ ＪＩＳ Ｋ ６５５１による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１

による。 

摩擦堅ろう度（乾燥試

験） 
ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。     ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１によ

る。 

に改める。 

区分 規定 試験方法 

 半長靴，男子 半長靴，女子  

 茶色 黒色 茶色  
     

     

厚さ 
ｍｍ 

甲 
革 

月形革 

つま革 
筒革 
市革 

先飾り革 

２．０～２．５ １．５～２．０ ＪＩＳ Ｋ ６５５０による。 

裏 
革 

べろ革 

筒口裏革 
はとめ裏革 

１．０～１．５ 

銀面割れ 高さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６５４８による。 

荷重   Ｎ ３００以上（べろ革及び裏革は１５０以上） 

クロム含有量    ％ ＪＩＳ Ｋ ６５５１による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５０による。 

摩擦堅ろう度（乾燥試

験） 
ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。     ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１によ

る。 
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付表２ を次のように改める。 

                            付表２－中底及び月形しん 

区分 規定 試験方法 

 中底 月形しん  

材料 再生革又は合成材 － 

厚さ      ｍｍ ２．０以上 １．５以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１による。 

引張強さ     MPa ８．０以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－２による。 

伸び        ％ ５５以下  

吸水度       ％ １０以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－６による。 

屈折試験 き裂，折損しないこと。 直径２５ mm の丸棒を入れ角度 １８０度

で表面屈折往復５回 

伸縮度      ％  ±２以内 温湯８０ ℃以上，１分間浸せき 

 

付表３－表底及びかかと 中 

“                              付表３－表底及びかかと                              ” 

区分 規定 試験方法 

 半長靴，男子 半長靴，女子  
   

   

硬さ Ａ ６５～８５ ＪＩＳ Ｋ ６２５３のデュロメータ・タイ

プＡ による。 
   

   

摩耗率（質量比）  ％ ２．０以下 ＪＩＳ Ｋ ６２６４ アクロン試験機角

度１０°荷重４４．１Ｎ ３０００回転に

よる。 

を 
“                              付表３－表底及びかかと                              ” 

区分 規定 試験方法 

 半長靴，男子 半長靴，女子  
   

   

硬さ Ａ ６５～８５ ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３のデュロメー

タ・タイプＡ による。 
   

   

摩耗率（質量比）  ％ ２．０以下 ＪＩＳ Ｋ ６２６４－２ アクロン摩耗

試験機角度１０°荷重４４．１Ｎ ３００

０回転による。 

に改める。 

 

原案作成部課等名を次のように改める。 

原案作成部課等名 ： 防衛装備庁 調達管理部調達企画課類別・標準化企画室 



 

空 白 



Ｄ Ｓ Ｐ防 衛 省 仕 様 書

Ｓ ５ ０ ０ ３ Ｄ

制定 昭和４９．１１．２８半 長 靴
改正 平成２２． ５．１８

(BOOTS，COMBAT)

1 総則

1.1 適用範囲

この仕様書は，主として野外における戦闘訓練などに使用する半長靴について規定する。

1.2 種類

種類は， のとおりとする。表１

表１－種類

種類 種類
物品番号 物品番号

色等 足長㎝ 色等 足長㎝

１男子，茶色 ２３ ８４３０－０１６－５９６５－５ 男子，黒色 ２５－ ８４３０－４１０－９１１２－５２
１２３－ ８４３０－０１６－５９６４－５ ２６ ８４３０－４１０－９１１３－５２

１２４ ８４３０－０１６－５９６３－５ ２６－ ８４３０－４１０－９１１４－５２
１２４－ ８４３０－０１６－５９６２－５ ２７ ８４３０－４１０－９１１５－５２

1２５ ８４３０－０１６－５９６１－５ ２７－ ８４３０－４１０－９１１６－５２
１２５－ ８４３０－０１６－５９６０－５ ２８ ８４３０－４１５－１２４４－５２

１２６ ８４３０－０１６－５９５９－５ ２８－ ８４３０－４２７－２０３９－５２
１２６－ ８４３０－０１６－５９５８－５ ２９ ８４３０－４２７－２０４０－５２

１２７ ８４３０－０１６－５９５７－５ ２９－ ８４３０－４２７－２０４１－５２
１２７－ ８４３０－０１６－５９５６－５ ３０ ８４３０－４２７－２０４２－５２

２８ ８４３０－０１６－５９５５－５ ＳＳ ８４３０－４１５－１２４３－５１）

１２８－ 女子，茶色 ２２ ８４３５－２９９－０１００－５２
１２９ ２２－ ８４３５－１６０－９７４２－５２

１２９－ ２３ ８４３５－１６０－９７４１－５２
１３０ ２３－ ８４３５－１６０－９７４０－５２

ＳＳ ８４３０－２９９－００７１－５ ２４ ８４３５－１６０－９７３９－５１）

１男子，黒色 ２３ ８４３０－４１０－９１０７－５ ２４－ ８４３５－１６０－９７３８－５２
１２３－ ８４３０－４１０－９１０８－５ ２５ ８４３５－１６０－９７３７－５２

１２４ ８４３０－４１０－９１０９－５ ２５－ ８４３５－１６０－９７３６－５２
１２４－ ８４３０－４１０－９１１０－５ ２６ ８４３５－２９９－００９９－５２

２５ ８４３０－４１０－９１１１－５ ＳＳ ８４３５－２９９－０１０１－５１）

ＳＳは，特別サイズを示す。注１）
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1.3 製品の呼び方

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。
１半長靴，男子，茶色，２５例１ ２

半長靴，女子，茶色，２３例２

1.4 引用文書

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成すものであり，入札書

又は見積書の提出時における最新版とする。

銅及び銅合金の板並びに条ＪＩＳ Ｈ ３１００

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引張特製の求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５１

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５３

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐液性の求め方ＪＩＳ Ｋ ６２５８

加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－耐摩耗性の求め方ＪＩＳ Ｋ ６２６４－２

加硫ゴム－密度測定ＪＩＳ Ｋ ６２６８

革の染色摩擦堅ろう度試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５４７

革の銀面割れ試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５４８

革試験方法ＪＩＳ Ｋ ６５５０

くつ用革ＪＩＳ Ｋ ６５５１

化学繊維フィラメント糸試験方法ＪＩＳ Ｌ １０１３

繊維製品の混用率試験方法－第１部：繊維鑑別ＪＩＳ Ｌ １０３０－１

繊維製品の混用率試験方法－第２部：繊維混用率ＪＩＳ Ｌ １０３０－２

織物及び編物の生地試験方法ＪＩＳ Ｌ １０９６

靴のサイズＪＩＳ Ｓ ５０３７

革靴ＪＩＳ Ｓ ５０５０

安全靴ＪＩＳ Ｔ ８１０１

外装用段ボール箱ＪＩＳ Ｚ １５０６

色の表示方法－三属性による表示ＪＩＳ Ｚ ８７２１

包装の総則ＮＤＳ Ｚ ０００１

角形銘板ＮＤＳ Ｚ ８０１１

標準色ＮＤＳ Ｚ ８２０１

2 製品に関する要求

2.1 材料

材料は， による。表２

表２－材料

区分 規定 注記

付表１ 付図３甲革及び裏革 による。

付表２ 付図２中底 による。

月形しん による。付表２

種類 合成繊維縫い糸
甲
縫 ８５ Ｎ以上。ただし の指示がある場合は，指示の付図３中引張強さ引張強さい とおりとする。
糸

色 甲革と同系色とする。ただし，銘板を縫い付ける糸は白とする。

付表３ 付図２表底及びかかと による。

はとめ による。付表４
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表２－材料（続き）

区分 規定 注記

付図１ 付図２ホック及びかしめ による。
付図３

靴ひも しん入り丸ひもとし， による。付表５

付図２独立気泡性スポンジゴム，加硫ゴムシート又はコルクシートとす中物 る。 ただし， 直接加硫圧着式製法（以下，Ｖ式製法という。）の場合
は除くことができる。

踏まずしん 厚さ１．０ mm以上，長さ１００ mm以上，幅１４ mm以上のスチール製

牛床革（牛床革と再生革のはり合わせを含む）又は合成樹脂製先しん 厚さ１．０ mm以上

Ｖ式製法のかかとしん 木製又は硬質樹脂製 厚さ１４ mm以下

銘板 綿の片布を標準とする。

中敷 による。付表６

付図３縫い割り補強テープ 幅約１２ ｍｍの綿テープ

2.2 製造方法

製造方法は， のセメント式製法（以下，Ｃ式製法という。）又はＶ式製法とする。ＪＩＳ Ｓ ５０５０

2.2.1 製甲

製甲は， のとおりとする。付図３

2.2.2 釣り込み

釣り込みは，次のとおりとする。

先しん及び月形しんは，縁を薄くすいて，甲革のつま先部及びかかと部に中心を合わせて，それぞれはり付け又は挿入a)

する。

中底を仮止めした靴型に仕上った製甲をかぶせ，中心線を狂わせないように釣り込む。b)

釣り込みしろは１０ mm以上とする。c)

2.2.3 踏まずしんの装着

踏まずしんの装着は，かかと部中心線に沿って踏まずしん後端があご部からかかと部に２５ mm以上入り，かつ釣り込みしろに

かからないようにする。

2.2.4 針足数

針足数は，３０ ｍｍ間７～１５針とする。

2.2.5 底付け

底付けは，次のとおりとする。

a) Ｃ式製法

底との接着部にあたる甲革の銀面，表底及びかかとの接着面をむらなくバフ（起毛）する。1)

踏まずしん及び中物を中底の所定の位置につける。2)

甲革，表底及びかかとの接着面にむらなく接着剤を塗布し，プレスで圧着する。3)

b) Ｖ式製法

底との圧着部にあたる甲革の銀面をむらなくバフ（起毛）する。1)

踏まずしん及びかかとしんを中底の所定の位置につけ，表底及びかかととともに機械に装着し，加硫圧着する。2)
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2.2.6 仕上げ

仕上 は，甲革の汚れを落したのち，仕上剤で仕上げ，中敷を挿入した後靴ひもを下部第１はとめに通し，右左を結束するげ

ものとする。ただし，Ｖ式製法のものは，仕上剤で仕上げる前に表底及びかかとのばりを切除するものとする。

2.2.7 中敷の加工

シート２枚の間にはち巣１枚を挟んで周辺を接着する。a)

高周波接着法により各周辺を強固に接着する。b)

2.3 形状・寸法

2.3.1 形状

形状は， 及び を標準とする。付図２ 付図５

なお，半長靴，男子の表底及びかかとの意匠は， によるものとし，半長靴，女子の表底及びかかとの意匠はこれに準ず付図４

るものとする。

2.3.2 寸法

寸法は， によるほか，次のとおりとする。ただし，付図の数値は，標準を示す。付図１～５

靴型寸法は， による。a) 図１

種類（足長ｃｍ）ＳＳの靴型寸法は， の に基づき測定した足長，足囲及び足幅をb) ＪＩＳ Ｓ ５０３７ 付表１ 付表２及び

調達要領指定書で指定するものとし，これに対応した数値とする。
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半長靴，男子

mm単位

種類（足長 靴型 靴型底 つま先 つま先 踏み付け 踏まず かかと
後部高

ｃｍ） 全長 の長さ 上がり 幅 回り 幅 回り 幅 幅

２３ ２５３ ２５０ ２９ ７２ １７６ ８６．５ ２３１ ５６ ５８

２３ ２５８ ２５５ ７３ １７９ ８８ ２３５ ５７ ５９Ñ

２４ ２６３ ２６０ ７４ １８２ ８９．５ ２３９ ５８ ６０

２４ ２６８ ２６５ ７５ １８５ ９１ ２４３ ５９ ６１Ñ

２５ ２７３ ２７０ ３１ ７６ １８８ ９２．５ ２４７ ６０ ６２

２５ ２７８ ２７５ ７３以上 ７７ １９１ ９４ ２５１ ６１ ６３Ñ

２６ ２８３ ２８０ ７８ １９４ ９５．５ ２５５ ６２ ６４

２６ ２８８ ２８５ ３３ ７９ １９７ ９７ ２５９ ６３ ６５Ñ

２７ ２９３ ２９０ ８０ ２００ ９８．５ ２６３ ６４ ６６

２７ ２９８ ２９５ ８１ ２０３ １００ ２６７ ６５ ６７Ñ

２８ ３０３ ３００ ８２ ２０６ １０１．５ ２７１ ６６ ６８

２８ ３０８ ３０５ ８３ ２０９ １０３ ２７５ ６７ ６９Ñ

２９ ３１３ ３１０ ８４ ２１２ １０４．５ ２７９ ６８ ７０

２９ ３１８ ３１５ ８５ ２１５ １０６ ２８３ ６９ ７１Ñ

３０ ３２３ ３２０ ８６ ２１８ １０７．５ ２８７ ７０ ７２

許容差 ±１．０ ±２．０ ±１．０ ±２．０ ±１．０

半長靴，女子
mm単位

種類（足長 靴型 靴型底 つま先 つま先 踏み付け 踏まず かかと
後部高

ｃｍ） 全長 の長さ 上がり 幅 回り 幅 回り 幅 幅

２２ ２３４ ２３０ ２３ ７３以上 ６７ １７０ ７９ ２１９ ４８ ５２

２２ ２３９ ２３５ ２３．５ ６８ １７２ ８０ ２２２ ４９ ５３Ñ

２３ ２４４ ２４０ ２４ ６９ １７４ ８１ ２２５ ５０ ５４

２３ ２４９ ２４５ ２４．５ ７０ １７６ ８２ ２２８ ５０ ５５Ñ

２４ ２５４ ２５０ ２５ ７１ １７８ ８３ ２３１ ５１ ５６

２４ ２５９ ２５５ ２５．５ ７２ １８０ ８４ ２３４ ５１ ５７Ñ

２５ ２６２ ２６０ ２９ ７３ １８２ ８９ ２３９ ５９ ６０

２５ ２６５ ２６３ ２９ ７４ １８４ ９１ ２４２ ６０ ６２Ñ

２６ ２６８ ２６５ ２９．５ ７５ １８６ ９１ ２４５ ６１ ６３

許容差 ±１．０ ±２．０ ±１．０ ±２．０ ±１．０

注記 。寸法については標準を示す

つ
ま
先
上
り
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ま
先
回
り

後
部
高

か
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と
幅

踏
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付
け
幅
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ま
ず
幅

つ
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先
幅

踏
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付
け
回
り

６６ ％

靴型全長

１７ ％

４１．５ ％

８３ ％

１００ ％（靴型底の長さ）

図１－靴型寸法
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2.4 品質

2.4.1 一般条件

一般条件は，次のとおりとする。

なお，靴は， の材料を主要材料として製作し，形状が均整かつ堅固なものとする。2.1

甲革は，耐久力のあるものを選定し，裁断するものとする。a)

甲革裁断面は，甲革の色に合わせて，色インキで着色するものとする。b)

縁革は引き裂きにくい方向に裁断するものとする。c)

べろ革は柔軟性に富むものとする。d)

各部品は必要に応じて適宜の厚さ及び幅にすくものとする。e)

釣り込み作業の必要に応じて，強度に支障のない程度に釣り込み部分に適宜切込みを入れるものとする。f)

留縫いの必要な部分は，糸処理を完全に行なうものとする。g)

ミシン掛けは，縫い飛び及びだ行がないものとする。h)

重ね目，継ぎ目から努めて浸水がないよう製作するものとし，目止め剤はガム状にならないように塗布するものとする。i)

縫い割りは，補強するものとする。j)

筒革後部の割り縫い部にひだの凹凸があってはならない。k)

甲革各部の縫いしろは，２ mm 以上とし，縫いしろ部は接着剤を用いて，まくれにくいようにするものとする。l)

裏の付いていないものについては，甲革裏面は平滑で，厚さが均一なものを使用する。m)

釣り込みは，接着剤及びくぎなどによって，靴型に十分密着するように行い，釣り込みぎわと底部にすきまがないように製n)

作するものとする。

こば，底面及び甲部の仕上げはていねいに行うものとする。o)

甲革表面の色は，容易に脱色・変色してはならない。p)

製品は，きず，はん点，汚れ，その他著しく外観をそこなうような欠点及び硫黄の析出があってはならない。q)

2.4.2 性能

性能は， による。表３

表３－性能

項目 規定 試験方法

表底のはく離強さ Ｎ ２５０以上 あらかじめ７０ ℃±１ ℃に調整された循環式加熱槽に１０

ＪＩＳ Ｓ ５０５分間靴を入れたのち，室温まで放冷後

により行う。０

防水性 靴の内部に水のしみが少な 水槽に３０分間，半長靴，男子のものは靴底の下面より筒口

いこと。 の方向へ約５ ｃｍ，半長靴，女子のものは約３ ｃｍになるま

で浸せきさせる。

耐圧性 先しん後端部と中底のすき 靴のつま先部分を先端から約４０ ｍｍ の位置で先飾り革縫

ＪＩＳ Ｔ ８１０１ ＪＩＳ Ｔ ８１０１間が の い付けミシンに平行に切断し，これを

の値に達したときの荷 の に準ずる圧迫試験で圧迫荷重を加える。表２ 8.2

重が７００ Ｎ以上で，荷重を

除いたのち，甲革及び先し

んなどに大きな裂損壊のな

いこと。
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2.5 製品の表示

製品の表示は， に示す様式により，黒でにじみ及び退色しにくいものを用いて印刷（押印を含む）した銘板を のべ図２ 付図３

ろ革の裏側に縫い付けるほか，種類（足長ｃｍ）等の表示は に示す位置に左右とも鮮明で容易に消えない方法で表示す付図４

るものとする。

銘板の表示わく寸法は， の を標準とする。a) ＮＤＳ Ｚ ８０１１ ２９

用字及び書体は， よる。b) ＮＤＳ Ｚ ８０１１に

mm単位
１２

２１氏名

ａ） ｂ）

Ｃ）

寸法は，標準を示す。注記

該当する納入年度を記入する。注ａ）

２００９年度例

該当する足長を記入する。ｂ）

契約の相手方の名称又はその略号を記入する。Ｃ）

図２－銘板

3 品質保証

3.1 検査

検査は， によるほか，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領による。表４

表４－検査

検査項目 試験方法 判定基準

表底のはく離強さ による。2.4.2

防水性

耐圧性

3.2 検査方式

の検査の実施にあたっては，１ロットを最大３ ２００足とし，試料は，１ロットにつきそれぞれ１足とする。表４

4 出荷条件

4.1 包装

包装は によるほか商慣習によるものとし，端数がある場合はこれに準じて行う。表５
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表５－包装

区分 規定 要領

包装 材料

内装 紙袋 中敷を半長靴に組入れ，１足ずつ紙袋

に入れる。

外装 外装用段ボール箱 の複両面段ボ 内装１０袋を１組とし，外装用段ボール箱ＪＩＳ Ｚ １５０６

ール４種又は同等品とする。 に収納する。

箱の寸法は，男子については６０５ ｍｍ

×４０５ ｍｍ×４５５ ｍｍ，女子について

包装用テープ は５７０ ｍｍ×３７０ ｍｍ×３２５ ｍｍを

標準とし，包装用テープで上下面ともＨ

形に封かんし，その外側に包装用バンド

包装用バンド を二の字に掛けるものとする。

4.2 内装の表示

内装の表示は，紙袋に種類（足長ｃｍ）を表示するものとする。

4.3 外装の表示

外装の表示は， の表示・標識による。ただし，外装の表示内容は次のとおりとする。ＮＤＳ Ｚ ０００１

内容品表示の表示位置は２面及び４面とする。a)

1) 調達要求番号

2) 物品番号

3) 品名（製品の呼び方）

4) 数量

5) 納入年月

２０１０年３月例

6) 契約の相手方の名称又はその略号

輸送諸元の表示位置は，１面とする。b)

5 その他の指示

5.1 承認用見本

契約の相手方は，製作に先立ち調達要領指定書で指定する種類（足長ｃｍ）の靴型１組及び承認用見本１足を契約担当官等

に提出し，外観，形状，色及び靴底の意匠について承認を得るものとする。

なお，種類（足長ｃｍ）ＳＳについては，製造に使用した靴型寸法を図１の様式により１部作成し，調達要求元に提出するものと

する。

5.2 附属品

調達要領指定書により数量を変更することができる。附属品は， による。ただし，表６

表６－附属品

品名 数量

中敷 １
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付表１－甲革及び裏革

区分 規定 試験方法

半長靴，男子 半長靴，女子

茶色 黒色 茶色

材料 クロム・タンニン混合なめし（クロムなめしを先とする）の牛
革

外観 型押し

ＪＩＳ ＮＤＳ ＪＩＳ Ｚ色 こげ茶（ こげ茶（Ｚ ８
の の色番号 ５YＺ ８７２１ ８７２１２０１ の２．

２．５YR２．５／ ２８１２（黒(2)Ｎ R２．５／1)を標準
１）を標準とす １．５）を標準とす とする。
る。 とする。

外観 型押し

厚さ によ月形革 ２．０～２．５ １．５～２．０ ＪＩＳ Ｋ ６５５０

ｍｍ る。つま革

筒革甲

市革革

先飾り革

１．０～１．５べろ革

筒口裏革裏

はとめ裏革革

銀面われ 高さ による。 によＪＩＳ Ｓ ５０５０ ＪＩＳ Ｋ ６５４８
る。

荷重 Ｎ ３００以上（べろ革及び裏革は１５０以上）

クロム含有量 ％ による。 によＪＩＳ Ｋ ６５５１ ＪＩＳ Ｋ ６５５０
る。

染色堅ろう度（乾燥試験） による。 によＪＩＳ Ｓ ５０５０ ＪＩＳ Ｋ ６５４７
る。ただし，摩擦試験機Ⅰ形
による。

付表２－中底及び月形しん

区分 規定 試験方法

中底 月形しん

材料 再生革又は合成材

厚さ ｍｍ ２．０以上 １．５以上 によＪＩＳ Ｋ ６５５０
る。

引張強さ MPa ８．０以上

伸び ％ ５５以下

吸水度 ％ １０以上

屈折試験 き裂，折損しないこと。 直径２５ mmの丸棒を入れ角度
１８０度で表面屈折往復５回

伸縮度 ％ 以内 温湯８０ ℃以上，１分間浸せき±２
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付表３－表底及びかかと

規定
ａ）

区分 試験方法
半長靴，男子 半長靴，女子

材料 合成配合ゴム

色 黒

接地面 による。付図４

踏み付け主要部(山を含む) ８.０以上 ７.０以上 による。ＪＩＳ Ｓ ５０５０
厚

踏み付け部の最薄部 ４.５以上 ４.０以上
さ

踏まず部の最薄部 ４.０以上 ４.０以上
mm

かかと部の最薄部 ６.０以上 ６.０以上

硬さ Ａ ６５～８５ のデユロＪＩＳ Ｋ ６２５３
メータ・タイプA による。

引張強さ MPa １５以上
による。ＪＩＳ Ｋ ６２５１

伸び ％ ２００以上

摩耗率（質量比） ％ ２.０以下 アクロンＪＩＳ Ｋ ６２６４
試験機角度１０°荷重４４.１ Ｎ
３ ０００回転による。

密度 １.３以下 による。ＪＩＳ Ｋ ６２６８

耐油性（体積変化率） ％ ３５以下 試験油２,ＪＩＳ Ｋ ６２５８
２，４－トリメチルペンタン２０
℃±２ ℃,２２時間±０.２５時間
による。

耐寒性 目視により異常を認めないこと －３０ ℃±１ ℃の恒温室又は

高温槽で３０分間冷却し，取出

し後径１ cmの棒のまわりを表

裏５回，９０°に折り曲げる。

Ｖ式製法の場合は，試験片を加硫前のゴム生地から抜取り，製靴と同一条件で加硫させたゴム板を使用するもの注
ａ）

とし，Ｃ式製法の場合は，製品に使用する加硫後の靴底を使用するものとする。



１１

Ｓ ５００３Ｄ

付表４－はとめ

区分 規定 試験方法

材質 黄銅条 による。ＪＩＳ Ｈ ３１００

厚さ mm 約０.３

寸法 mm 穴直径約５.０つば直径約９.５長さ約５.３

表面処理 天塗，樹脂塗料焼付仕上

色 甲革の色と同系色とする。

形式 丸つぶし並足形

付表５－靴ひも

区分 規定 試験方法

皮糸 dtex ナイロン ２３０
原糸

Ｓしん糸 dtex 綿 ２０

皮糸 ２４打５×５又は１２打１０×１０
織り方

しん糸 ５０本

組目 目/3cm間 １４以上

太さ ｍｍ ３±０.５

定速伸張形引張試験機を使用引張強さ Ｎ １ ０００以上 し，つかみ間隔２００ mm引張速
度３００ mm/minで行う。伸び ％ ２０以下 （伸びは荷重２００ Ｎ時）

長さ ｃｍ １９５±５

色 甲革の色と同系色とする。

加工 両端セルチップ付
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付表６－中敷

区分 規定 試験方法

シ 繊維混用率 ％ ビニリデン１００ 及ＪＩＳ Ｌ １０３０－１
ＪＩＳ Ｌ １０３０－２び

による。ー

ト たて １ ０３０以上（公称１ １００以上） による。ＪＩＳ Ｌ １０９６
見掛番手 dtex

よこ

組織 すぎ織３・１／２・２

たて ６２以上
密度 本／２．５ cm

よこ ２４以上

たて による。ＪＩＳ Ｌ １０１３
引張強さ cN／dtex １．２以上

よこ

たて
伸び率 ％ １５～３０

よこ

色相 アイボリー色

は 繊維混用率 ％ ビニリデン１００ 及ＪＩＳ Ｌ １０３０－１
ＪＩＳ Ｌ １０３０－２び

ち による。

巣 たて １ ８５０以上（公称２ ０００以内） による。ＪＩＳ Ｌ １０９６
見掛番手 dtex

よこ

織り方 角型はち巣織

密度 本／２．５ cm たて ２４以上 による。ＪＩＳ Ｌ １０９６

よこ

引張強さ cN／dtex たて １．４以上 による。ＪＩＳ Ｌ １０１３

よこ

伸び率 ％ たて １５～３０

よこ
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mm単位

番号 部品名称 材料 規定

１ ホック 黄銅条 のＣ２６ＪＩＳ Ｈ ３１００

８０Ｒ１／４Ｈ天塗，樹脂焼付仕

上ｔ１.０

２ びょう（鋲） 黄銅条 のＣ２６ＪＩＳ Ｈ ３１００

８０Ｒ天塗 ｔ０.２

寸法は，標準を示す。注記１

色は，甲革と同系色とする。注記２

－図番 付図１ 名称 ホック及びびょう（鋲） 尺度

防 衛 省

２
１
．
０

１
７
．
０

７
．
７

φ
７
．
０

φ
２
．
８

φ
７
．
０

φ
３
．
５

９．０

６．０

９．５ ４．５



１４

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

ａ）外観図

ｂ） 断面図・外観図（部分）

許容差±３ ％

種類（足 筒口幅 後部高 月形高 かかと高

長㎝） 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

２２ １１６ １９６ １００ ２３

２２ １１８ １９８Ñ

２３ １３０ １２０ ２２５ ２００ １１５ ３０

２３ １２２ ２０３Ñ

２４ １２４ ２０６ １０５

２４ １３５ １２６ ２３０ ２０９Ñ

２５ １２８ ２１２ ３０

２５ １４０ １３０ ２３５ ２１５ １２０Ñ

２６ １３２ ２１８

２６ １４５ ２４０Ñ

２７

２７ １５０ ２４５ １２５Ñ

２８

２８ １６５ ２６０ １３０Ñ

２９

２９ １７０ ２６５ １３５Ñ

３０

－図番 付図２ 名称 外観図及び断面図 尺度

防 衛 省

か
か
と
高

月
形
高

後
部
高

月形革

筒口幅

市革

中物

月形しん

中底

ホック筒革

はとめ

踏まずしん表底及びかかと

かかとしん（V式製法）

筒口裏革

はとめ裏革

つま革

先飾革

先しん



１５

Ｓ ５００３Ｄ

－図番 付図３ 名称 製甲 尺度

防 衛 省

つま革

筒革

筒口裏革（１枚革でもよい）

月形革

先飾り革

市革
はとめ裏革

べろ革上部

べろ革下部

左右各１個



１６

Ｓ ５００３Ｄ

－図番 付図３ 名称 製甲（続き） 尺度

防 衛 省

べろ革上下部・縫い合わせ及び表示縫い付け

つま革

べろ革

銘板

べろ革下部

べろ革上部

つま革・べろ革縫い合わせ

つま革・先飾り革縫い合わせ

銘板の縫い付けはべろ革裏側

中央に引張強さ４３ Ｎ以上の縫

い糸で縫い付ける

２条ミシン縫いとし，間隔約５ mm

開いて１条ミシン縫いにより縫い

合わせる

中央の縫い付け部分は約７ mm

重ねて２条ミシン縫いにより縫い

合わせる

銘板

先飾り革

べろ革上部を上にして足に当たら

ぬようにすき２条ミシン縫いをする。

引張強さ４３ N以上の縫い糸

つま革



１７

Ｓ ５００３Ｄ

ホック当り目付け・筒革後部縫い割り

補強テープはり及び市革縫い付け

－図番 付図３ 名称 製甲（続き） 尺度

防 衛 省

約
８
m
m

男子用は

種類（足長㎝）２４ 以下４個 はとめと合わせてÑ

種類（足長㎝）２５ 以上５個 等間隔とする。

女子用は （ ） 参照）付図２ ｂ

種類（足長㎝）にかかわらず４個

引張強さ４３ Ｎ以上の縫い糸

により１条ミシンを用いて縫い

割りとし，縫い目をつぶす

市革の上端はすいて内側に折り

込み２条のミシン縫いで縫い付ける

補強テープを縫い目

の上に筒革の下半分

以上にはる



１８

Ｓ ５００３Ｄ

月形革縫い付け

ホック付け

はとめ裏革及び筒口裏革のはり付け

－図番 付図３ 名称 製甲（続き） 尺度

防 衛 省

月形革の上端は，よくすいておく

２条ミシン縫いとし約５ mm隔てて

１条ミシン縫いにより縫い付ける

市革は筒革と筒口裏革の

間に入れる

はとめ裏革は上端ホック

にかかる位置とする



１９

Ｓ ５００３Ｄ

筒革・べろ革はり合わせ

筒口，はとめわき，べろわき縫い

及びホックかしめ

つま革・筒革縫い合わせ

及びはとめ打ち

－図番 付図３ 名称 製甲（続き） 尺度

防 衛 省



２０

Ｓ ５００３Ｄ

ａ） 意匠

ｂ） 断面図（Ａ－Ｏ－Ａ）

－図番 付図４ 名称 尺度男子，茶色及び男子，黒色の表底及びかかとの意

匠及び断面図

防 衛 省

１
２ ８

８０±２（２３～２４ ）Ñ

８０±２（２５～２６）

８０±２（２６～２６ 以上）Ñ

種類（足長cm）を表示する

かどは落とすが，図は実践で表記している。注１）

契約の相手方の名称又は

その略号を記入する

AA

１２

８～１０

５

４

８～１０

５

４

１）



２１

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷 尺度

防 衛 省

２９
５

２９０

Ñ種類（足長㎝）２７

種類（足長㎝）２８



２２

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２８
５

２８０

Ñ種類（足長㎝）２６

種類（足長㎝）２７



２３

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２７
５

２７０

Ñ種類（足長㎝）２５

種類（足長㎝）２６



２４

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２６
５

２６０

Ñ種類（足長㎝）２４

Ñ種類（足長㎝）２５



２５

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

種類（足長㎝）２３

Ñ種類（足長㎝）２３

種類（足長㎝）２４

２４５

２５５

２５０



２６

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２６
５

２６０

Ñ種類（足長㎝）２５

種類（足長㎝）２６

（女子用）



２７

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２５
５

２５０

Ñ種類（足長㎝）２４

種類（足長㎝）２５

（女子用）



２８

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２３５

種類（足長㎝）２３

Ñ種類（足長㎝）２３

２４５

種類（足長㎝）２４

２４０



２９．

Ｓ ５００３Ｄ

mm単位

－図番 付図５ 名称 中敷（続き） 尺度

防 衛 省

２３
０

２２５

（女子用）

Ñ種類（足長㎝）２２

種類（足長㎝）２２


